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大学生フィギュアスケート選手におけるアンケートを用いた

傷害調査
〇安田 良子1,2、宇佐美 彩 (1.武庫川女子大学健康・スポーツ科学部、2.武庫川女子大学健康運動科学研究所)

 
フィギュアスケート競技における傷害調査は、小学生や中学生から競技を開始した選手を対象とした報告が多

く、大学生から競技を開始した選手を対象とした研究については調べた限り認められない。 

そこで、我々は大学入学以降にフィギュアスケート競技を開始した選手54名(男性9名、女性45名)を対象にアン

ケートを用いて傷害調査を行い、傷害の傾向を明らかにすることを目的とした。調査項目は IOC injury

surveillance systemに示された項目に、学年、所持級、傷害発生時期、受傷時の氷上状態を追加し、傷害発生数

および傷害発生率を検討した。 

部位別傷害発生数は足関節11例(総発生数の34.4％、傷害発生率1.8(0.7-2.9)/1000 AHs (カッコ内は95％信頼区

間を示す)、4.6(1.9-7.4)/1000 AEs)が最も多く、種類別発生数は捻挫12 例(総発生数の37.5％、発生率2.0(0.9-

3.1)/1000 AHs、5.1(2.2-7.9)/1000 AEs)が最も多い結果となった。最も多い傷害は足関節捻挫8例(総発生数の

25.0％、発生率1.3(0.4-2.2)/1000 AHs、3.4(1.0-5.7)/1000 AEs)であり、ジャンプ着地側を受傷している選手が

多く、競技特性が反映された結果となった。原因別発生数は転倒時に受傷16例(総発生数の45.7％、発生率

2.6(1.3-3.9)/1000 AHs、6.7(3.7-10.1)/1000 AEs)が最も多く、安全な転倒方法を指導する必要性が示され

た。学年別発生数は2年生12例が最も多く、各学年で目標とする等級に影響を受けると推察された。傷害発生時期

は試合期直前の9月8例が最も多く、綿密なコンディショニング計画立案の必要性が考えられた。受傷時の氷上状

態は製氷前7例が最も多く、製氷直後に練習を行うことが傷害予防に繋がると考えられた。


